長田彰文『日本の朝鮮統治と国際関係 : 朝鮮独立運動とアメリカ1910-1922』(書評） by 吉澤 文寿
書 評
長田彰文 『日本の朝鮮統治と国際関係
- 朝鮮独立運動とアメリカ 1910-1922- 』
吉 澤 文 寿
本書は,著者の長田彰文民が1994年に一橋大学大
学院法学研究科に提出 し た 博士学位請求論文を加筆
修正したものである｡ 近代朝米関係史を専攻する著
者は前著 『セオ ドア･ル-ズベル トと韓国- 韓国
保護国化と米国- 過(未来社,呈992年)で1882年の
朝米修好通商 条 約締結から1910年の韓国併合までを
扱っている｡ 前 著 で は ,国際情勢が緊迫する軌 自
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識があり,それが ｢三 ･一運動に対する (残虐さを
ともなう)徹底的鎮圧にもっながった｣(378頁)と
する｡ ただし,諸外国が日本の朝鮮統治を ｢既 成事




























つつも,それが ｢権利関係を有する 〔宗主惑- 秤
者註｡以下同〕政府の正当な要求｣を無視するもの























ン 川 l内唯彦訳) 『帝国主義と民族 ･植民地問題』
大 月 書店, 1954年,180百) としたレーニンの民族
自決権の思想が朝鮮人に与えた影響について考察し
ていない｡また,オーストリア社会民主労働党の指
導者オットー ･バウ7-など, ｢民族自決｣ をめぐ
る思想についてはレーニン,ウィルソン以前に遡る
こともできる (この点については鈴木是生 ｢帝国の









では ｢三 ･-運動を中心 と した朝鮮独立運動を国際
政治史的に分析する｣ (12百 ) こ とを課題としてい












































〔妻徳柏編 『現代史資料 25朝鮮 i』 みすず書房,
1966年,105百,委棄鎮前 掲 書,75-76頁)｡その後,
斎藤実が朝鮮総督に就任すると,外国人宣教師と積
極的 に 接触し,彼らの懐柔に努めた (妾東鎮前掲書,
77-87頁 )O このように,日本政府および朝鮮総督府
はその朝鮮支配について外国人宣教師からの非難を
受けないように対応 したのである｡ したが って,
三 書-独立運動にたいする総督府による鎮圧の残虐



















最後に, 本書 が 500頁を超す大著であり, 著者が
着実に研究を進めた成果であることを述べておきた
い｡本書を通じて,基本的に米国人が朝鮮に無関心
であり,米国にとって解放後の南北朝鮮が対日･対
中関係の ｢従属変数｣として理解されていることが
わかるOそのことは解放直後の南朝鮮を占領した米
軍による統治の混乱から現在の朝鮮政策に至るまで
継続しているといえる｡現ftの日本と南北朝鮮との
関係 (-日朝関係)を学ぶ評者としては,日朝関係
に対する評論的言説が飛び交う現在において,堅実
に歴史に学ぼうとする本書に出会えたことに篤く感
謝の意を表したい O
(平凡社,2005年2月刊,A5判,527百,7200円)
書 評
福田 宏 『身体の国民化
一 多極化するチェコ社会と体操運動- 』
小 原 沖
本書の研究対象である ｢ソコルSokol｣とは,19
世紀後半から20世紀前半にかけてチェコ地域に展開
